
僅
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁
僀
僁

僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁僀僁

10
月
12
日
に
行

わ
れ
た
大
原
地
区

と
新
井
地
区
の
連

絡
会
で
は

町
地

域
整
備
課(

農
業

委
員
会
事
務
局)

が
地
域
計
画
の
ポ

イ
ン
ト(

目
標
地

図
の
作
り
方

京

力
農
場
プ
ラ
ン
と

の
違
い)

を
説
明

し
｢

皆
で
将
来
の

地
域
農
業
を
担
う

者(

多
様
な
担
い

手)

を
明
確
に
す
る
話
し
合

い
を｣

と
呼
び
か
け
た


参
加
者
か
ら
は
、
「
中
核

的
担
い
手
だ
け
で
な
く
家
庭

菜
園
レ
ベ
ル
の
農
家
で
も
前

向
き
に
参
加
で
き
る
」
「
話

し
合
い
に
協
力
し
た
い
」
な

ど
の
発
言
が
あ
り
、
今
後
の

地
区
連
絡
会
の
取
り
組
み
に

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

（
伊
根
町
農
業
委
員
会
）

伊
根
町
は
、
10
月
12
日
か

ら
25
日
ま
で
に
町
内
７
地
区

で
「
地
域
計
画
策
定
に
向
け

た
地
区
連
絡
会
」
を
開
催
し

た
＝
写
真
。

今
回
の
連
絡
会
は
、
担
当

の
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
ほ
か
、
各

集
落
の
区
長
や
兼
業
農
家
・

自
給
的
農
家
を
含
む
〝
多
様

な
農
業
者
〟
に
参
加
を
呼
び

か
け
て
実
施
し
た
。

期
待
し
、
意
欲
あ
る
耕
作
者

に
良
い
農
地
が
受
け
継
が
れ

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

地
域
計
画
で
は
「
農
地
の

荒
廃
防
止
対
策
」
が
大
き
な

テ
ー
マ
に
な
る
の
で
、
地
域

の
実
態
や
課
題
を
把
握
し
な

が
ら
、
ど
の
よ
う
に
農
地
を

守
り
維
持
し
て
い
く
か
、
農

業
者
と
意
見
を
出
し
合
い
計

画
を
策
定
し
て
い
き
た
い
。

農
地
法
３
条
の
下
限
面
積

要
件
が
撤
廃
さ
れ
た
の
で
、

農
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
を

減
少
が
著
し
い
。
一
方
、
現

在
は
農
業
が
盛
ん
な
市
街
化

調
整
区
域
で
も
、
担
い
手
の

高
齢
化
や
将
来
の
担
い
手
不

足
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

長
岡
京
市
に
希
望
あ
る
農

業
と
豊
か
な
緑
を
残
し
て
い

く
た
め
、
関
係
機
関
と
も
力

を
合
わ
せ
て
、
地
域
農
業
の

振
興
と
農
地
の
保
全
に
努
め

て
い
き
た
い
。

近
年
、
長
岡
京
市
で
は
都

市
化
が
進
み
、
特
に
市
南
部

の
市
街
化
区
域
で
は
農
地
の

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
が
地
域
農
業
と

農
地
の
現
状
を
把
握
さ
れ
て

お
り
、
若
い
担
い
手
か
ら
は

農
業
を
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
思
い
が
ヒ
シ
ヒ
シ

と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
計
画
の
策
定

や
実
現
の
た
め
、
地
区
連
絡

会
議
で
の
話
し
合
い
が
続
き

ま
す
。
私
も
参

加
し
て
、
少
し

で
も
農
業
振
興

の
力
に
な
れ
る

よ
う
に
日
々
活

動
し
て
い
き
た

い
で
す
。

（
八
幡
市
農

業
委
員
会
・
猪

飼
美
和
子
委

員
）

担
い
手
農
家
や
農
家
実
行

組
合
長
が
現
況
地
図
を
囲
ん

で
耕
作
者
の
確
認
を
行
い
、

地
域
農
業
の
現
状
や
多
様
な

担
い
手
の
掘
り
起
こ
し
に
つ

八
幡
市
で
は
、
地
域
計
画

策
定
に
向
け
て
８
月
下
旬
に

地
区
連
絡
会
議
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
私
は
中
立
委
員
で

す
が
、
地
元
の
八
幡
地
区
の

会
議
に
参
加
し
ま
し
た
。

し
た
内
容
を
反
映
し
た
現
況

地
図
を
使
用
し
て
目
標
地
図

（
素
案
）
作
成
の
話
し
合
い

が
行
わ
れ
る
予
定
だ
。

望
に
つ
い
て
も
活
発
な
話
し

合
い
が
行
わ
れ
た
。

次
回
の
地
区
連
絡
会
議
は

12
月
に
開
か
れ
、
今
回
把
握

を
行
っ
た
。

今
回
用
意
し
た
の
は
、
認

定
農
業
者(

70
人)

ご
と
に
耕

作
地
の
色
を
塗
り
分
け
た
航

空
写
真
地
図
で
、
農
作
業
受

託
な
ど
に
よ
る
耕
作
者
不
明

の
筆
が
か
な
り
あ
っ
た
が
、

参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
が
情
報

を
出
し
合
い
、
精
度
を
高
め

た
現
況
地
図
が
完
成
し
た
。

会
議
で
は
、
若
手
農
業
者

や
実
行
組
合
長
か
ら
「
こ
の

辺
り
は
農
道
が
狭
く
、
排
水

が
悪
い
」
「
ほ
場
整
備
が
必

要
」
な
ど
、
地
域
農
業
の
課

題
や
今
後
の
農
業
振
興
の
要

八
幡
市
農
業
委
員
会
は
、

８
月
23
、
28
、
31
の
３
日

間
、
市
内
３
地
区
（
八
幡
、

有
智
郷
、
都
々
城
）
で
農
家

実
行
組
合
長
と
担
い
手
農
家

に
参
加
を
呼
び
か
け
、
地
区

連
絡
会
議
を
開
催
。
地
域
の

状
況
が
一
目
で
分
か
る
大
型

地
図
（
Ａ
０
サ
イ
ズ
）
を
集

落
ご
と
に
準
備
し
、
地
元
関

係
者
が
地
図
を
囲
ん
で
現
耕

作
者
の
情
報
を
出
し
合
い
、

現
況
地
図
を
補
正
す
る
作
業

高
騰
対
策
や
米
価
下
落
対
策

を
実
施
す
る
こ
と
な
ど
を
要

望
し
た
。

西
村
市
長
は
、
「
農
地
と

担
い
手
の
課
題
に
取
り
組
む

上
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用

し
た
農
業
委
員
会
の
取
り
組

み
に
期
待
し
た
い
」
な
ど
と

述
べ
、
農
業
委
員
会
と
連
携

し
て
農
家
の
要
望
に
応
え
た

施
策
を
検
討
す
る
考
え
を
示

し
た
。

女
性
農
業
者
の
支
援
施
策

で
は
、
保
育
士
を
増
員
し
て

保
育
施
設
の
待
機
乳
児
解
消

を
図
る
こ
と
や
、
民
間
企
業

の
従
業
員
並
み
の
産
休
育
休

支
援
制
度
を
創
設
す
る
こ
と

を
提
案
し
た
。

ま
た
、
市
独
自
施
策
と
し

て
、
ア
ナ
グ
マ
な
ど
小
動
物

の
捕
獲
支
援
、
低
家
賃
住
宅

の
確
保
に
よ
る
新
規
就
農
者

支
援
、
経
営
規
模
に
か
か
わ

ら
ず
き
め
細
か
な
生
産
資
材

南
丹
市
農
業
委
員
会
は
、

７
月
に
行
っ
た
「
若
手
農
業

者
や
女
性
農
業
者
と
の
意
見

交
換
会
」
で
出
さ
れ
た
提
案

を
盛
り
込
み
、
10
月
13
日
、

同
市
の
施
策
の
改
善
に
関
す

る
意
見
書
を
西
村
良
平
市
長

に
提
出
し
た
。

木
下
さ
ん
は
、
「
い
ち
ご
の
お

客
さ
ん
に
、
環
境
負
荷
軽
減
や
自

然
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
も
一
緒

に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
熱
い
想

い
を
語
っ
て
く
れ
た
。

（
京
都
市
農
業
委
員
会
）

京
都
市
南
区
と

久
御
山
町
で
い
ち

ご
（
章
姫
な
ど
）

を
栽
培
し
、
完
熟

果
実
の
み
を
収
穫

し
て
、
そ
の
日
の

う
ち
に
自
宅
前
の

直
売
所
で
販
売
し

て
い
る
木
下
尚
彦

さ
ん
。

「
消
費
者
に
近

い
優
位
性
を
活
か

し
て
、
鮮
度
に
こ

だ
わ
り
、
作
物
本

来
の
お
い
し
さ
を

伝
え
た
い
」
と
考

え
、
い
ち
ご
の
直

売
で
勝
負
し
て
い

る
。木

下
農
園
の
完
熟
い
ち
ご
に

は
、
常
連
客
な
ど
の
固
定
フ
ァ
ン

が
多
く
、
シ
ー
ズ
ン
中
は
１
日
平

均
２
０
０
パ
ッ
ク
前
後
を
完
売
す

る
と
い
う
。

京都市 木下農園 木下尚彦さん

売
り
切
れ
御
免

大
人
気

と
れ
た
て
完
熟
い
ち
ご

地
域
で
協
力
し
て
農
地
を
守
る

が
進
む
中
で
、
５
～
10
年

後
、
地
域
の
農
業
と
農
地
を

誰
が
守
っ
て
い
く
の
か
、
今

の
う
ち
に
将
来
を
見
据
え

て
、
人
と
農
地
の
問
題
を
考

え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。

農
業
委
員
会
と
し
て
、
地

域
農
業
の
振
興
、
荒
廃
農
地

の
解
消
、
担
い
手
へ
の
農
地

利
用
集
積
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

茶
・
水
稲
・
野
菜
の
栽
培

が
盛
ん
な
本
町
で
も
、
農
業

者
の
高
齢
化
、
担
い
手
不
足

農
業･

農
地
の
将
来
を
考
え
て
活
動

地
域
の
課
題
に
取
り
組
む

宇治田原町農業委員会

浅田 豊春会長(68)

笠置町農業委員会

植田 克巳会長(75)

長岡京市農業委員会

小山 泰弘会長(61)

来シーズンに向けて苗づくりに励む木下さん

地
域
計
画
説
明
会
を
７
地
区
で
開
催

伊根町･町農業委員会

農業委員会の上田会長（中央）と野中会長職務代理

（右）から西村市長に要請した（10月13日）

南 丹 市
農業委員会

女
性･
若
手
の
声
を
反
映


施
策
改
善
の
意
見
書
を
市
長
に
提
出

担
い
手
農
家
、
農
業
委
員
、
市
と
Ｊ
Ａ
の
職
員
が
地
図
を
囲
ん

で
話
し
合
っ
た
（
８
月
31
日
、
都
々
城
地
区
）

(
｢地域計画｣
策定に向け)｢現在の耕作者地図｣を集落ごとに作成 八

幡
市
農
業
委
員
会

八
幡
市
農
業
委
員
会

地区連絡会議に参加しました

女性委員が

つないで発信

猪
飼
委
員
が
参

加
し
た
八
幡
地

区
連
絡
会
議

（
８
月
23
日
）

新会長の抱負

京都 １０年(令和5年)()全 国 農 業 新 聞月４回金曜日発行 定価１か月700円(年間8,400円)送料共（第３種郵便物認可）


